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情報教育 第105号指導資料
－小，中，高，盲・聾・養護学校対象－鹿児島県総合教育センター

平成18年５月発行

児童生徒の発達段階に応じた情報活用能力の育成
－ 実態調査を通して その２ －

情報化社会の進展に伴い，社会の変化に主

体的に対応できる児童生徒を育成するために，

学習指導要領では，小・中・高等学校等を通

して，体系的な情報教育を進めることとされ

ている。

当教育センターでは，平成15年度から「児

童生徒の発達段階に応じた情報活用能力到達

目標に関する研究」を主題にして調査研究を

実施し，平成16年度には，小・中学校の児童

生徒の発達段階に応じた情報活用能力到達目

標(例)を示すとともに，具体的指導方法につ

いて提言した。

平成16年度までの研究内容については，当

教育センターＷebページ上で公開しているの

で参照していただきたい。

研究紀要 第 109号(平成17年 3月)w

指導資料 第1436号(平成15年11月)w

平成17年度は，高等学校段階における情報

活用能力到達目標(例)を作成することにし，

平成17年９月に県内の公立高等学校を対象に

｢情報活用能力に関する実態調査｣を実施した。

そこで，本稿では，平成15年度に県内の公

立小・中学校を対象に実施した実態調査と比

較しながら，これまで分析，考察した内容の

一部を紹介する。

１ 情報教育の教育課程に関する調査

ここでは，各学校の教育課程における情

報教育の指導内容の位置付け等，推進状況

の把握を目指した五つの調査項目の中から，

教育課程を編成する上で，特に配慮が必要

とされる次の２項目について述べる。

(1) 指導計画・シラバスの作成状況

各教科・科目等でコンピュータやイン

ターネットを活用する場面を明記した年

間指導計画又はシラバスの作成状況は，

小学校で約73％，中学校で約68％，高等

学校で54％である。特に，高等学校にお

いては，作成状況が十分とは言えない。

【問】各教科・科目等で，コンピュー

タやインターネットなどを活用す

る場面を明記した各教科・科目等

の年間指導計画又はシラバスがあ

りますか。
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校種間の連携を考慮しながら情報活用

能力を育成するためには，年間指導計画

やシラバスを公開するなど情報の共有化

が大切であるので，情報教育を体系的に

推進していくという観点から，指導計画

等を作成することをお願いしたい。

(2) 普通教科「情報」の履修状況

普通教科「情報」の科目の履修状況は，

「情報Ａ」が約84％ 「情報Ｂ」が約９，

％ 「情報Ｃ」が約７％である。，

また，普通科と専門学科の科目の履修

状況を比較すると,専門学科において｢情

。報Ａ｣の割合が極端に多いことが分かる

コン「情報Ａ」の内容については，

ピュータや情報通信ネットワークなど

の情報機器を活用する内容に重点を置

中学校技術・家庭科いている。また，

における技術分野の単元 情報とコン「

ピュータ」と図３のように学習内容に重

なる部分が多く見られるので，今後は，

中高の連携を考え,｢情報Ｂ｣･｢情報Ｃ」

の履修も検討していくことが必要である。

このようなことを踏まえ，高等学校段

階での指導に当たっては,普通教科「情

報」の教科目標の達成に向けて，学校の

実態に応じた科目の選定について検討し

ていかなければならない。

２ 「情報活用能力の育成」に関する調査

， 」，情報活用能力は 「情報活用の実践力

「情報の科学的な理解 「情報社会に参」，

画する態度」の三つの観点からなり，これ

らの観点について23項目の調査を行った。

ここでは，情報活用能力の三つの観点に

ついて，代表的な問いに対して分析，考察

した結果を述べる。

なお，調査結果の「実際の指導」と「到

達時点」については，次のとおりである。

○ 「実際の指導」とは

平成16年度に示した小・中学校段階の情報活用

能力到達目標（例）に関する内容及びその上位に

予想される内容について指導しているか。

○ 「到達時点」とは

項目内容に対して,小学校･中学校･高等学校の

どの段階までに到達してほしいと考えているか。

【問】履修している普通教科「情報」

の科目はどれですか。

図２ 普通教科「情報」の履修科目

第 １ 章 　 コ ン ピ ュ ー タ の し く み と 基 本 操 作 ( 必 修 ) 第 １ 章 　 情 報 の 活 用 と コ ン ピ ュ ー タ
　 　 １ 　 コ ン ピ ュ ー タ を 構 成 す る も の を 調 べ よ う 　 　 １  情 報 社 会 と 情 報 の 活 用

　 　 ２ 　 コ ン ピ ュ ー タ を 起 動 し ， マ ウ ス を 使 っ て み よ う 　 　 ２  問 題 解 決 の 工 夫
　 　 ３ 　 キ ー ボ ー ド を 操 作 し て み よ う 　 　 ３  情 報 の 伝 達
　 　 ４ 　 文 書 を 作 成 し ， 保 存 し て み よ う
第 ２ 章 　 コ ン ピ ュ ー タ の 利 用 ( 必 修 )

　 　 １ 　 ソ フ ト ウ ェ ア に つ い て 調 べ て み よ う 第 ２ 章 　 ネ ッ ト ワ ー ク の 活 用
　 　 ２ 　 文 書 を つ く っ て み よ う 　   １  情 報 の 検 索 と 収 集
　 　 ３ 　 図 形 を か い て み よ う 　 　 ２  情 報 の 受 発 信 と 共 有
　 　 ４ 　 表 計 算 を し て み よ う     ３  ネ ッ ト ワ ー ク 利 用 の 心 構 え
　 　 ５ 　 デ ー タ ベ ー ス を 利 用 し て み よ う

　 　 ６ 　 情 報 を 活 用 す る た め の 手 順 を 整 理 し よ う
第 ３ 章 　 情 報 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク の 利 用 ( 必 修 ) 第 ３ 章 　 マ ル チ メ デ ィ ア の 活 用
　 　 １ 　 イ ン タ ー ネ ッ ト の 情 報 を 見 て み よ う 　 　 １  情 報 の 統 合
　 　 ２ 　 イ ン タ ー ネ ッ ト で 情 報 を 集 め よ う 　 　 ２  マ ル チ メ デ ィ ア 作 品 の 制 作
　 　 ３ 　 電 子 メ ー ル で 情 報 を 交 換 し よ う

　 　 ４ 　 情 報 伝 達 の 方 法 を 調 べ て み よ う
　 　 ５ 　 情 報 伝 達 の 安 全 性 と マ ナ ー を 考 え よ う 第 ４ 章 　 未 来 に 向 け て
第 ４ 章 　 マ ル チ メ デ ィ ア の 活 用 ( 選 択 ) 　 　 １  メ デ ィ ア の 発 達 と 仕 組 み
第 ５ 章 　 プ ロ グ ラ ミ ン グ と 計 測 ・ 制 御 ( 選 択 ) 　 　 ２  コ ン ピ ュ ー タ と ネ ッ ト ワ ー ク の 仕 組 み
第 ６ 章 　 情 報 社 会 と わ た し た ち の 責 任 ( 必 修 ) 　 　 ３  Ｉ Ｔ が ひ ら く ２ １ 世 紀

（ 中 学 校 ） 　 単 元 「 情 報 と コ ン ピ ュ ー タ 」 の 学 習 内 容 （ 高 等 学 校 ） 　 科 目 「 情 報 Ａ 」 の 学 習 内 容

図３ 「情報とコンピュータ」と「情報Ａ」との学習内容の比較
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(1) 「情報活用の実践力」について

「発表資料の作成」については，高等

学校の約40％で指導していない。

これは,高等学校以前にその指導がな

されているとの判断からであると考える。

そのことは，到達時点について，小学

校では約17％が小学校までに到達すべき，

中学校では約79％が中学校までに到達す

べき，高等学校では約55％が高等学校で

到達すべきとの回答からも分かる。

このことから，高等学校段階では上位

の目標を設定し，目的や聞き手によって

配布資料や機器等を用意させ，プレゼン

テーションソフトを適切に選択すること

ができるよう工夫する必要がある。

(2) 「情報の科学的な理解」について

｢インターネットの特徴や仕組みの説

明｣については，高等学校の92％で指導

している。

到達時点について，小学校では約57％

が小学校までに到達すべきと回答し，中

学校では約66％が中学校で到達すべきと

回答しており，中学校までに到達すべき

と回答しているのは，約９割に上る。

このことからそれぞれの校種での指導

が必要であると認識されていることが分

かる。

そこで，各学校段階でインターネット

を活用した情報の収集や発信・伝達を行

う活動を通して，その特徴や仕組みを説

明できるように指導する必要がある。

【問】 インターネットの特徴や仕組

。みを説明することができますか

【問】 プレゼンテーションソフトを

利用して発表資料を作成するこ

とができますか。

図４ 発表資料の作成

図５ インターネットの特徴や仕組みの説明
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(3) 「情報社会に参画する態度」について

「個人情報の保護に配慮した情報の発

信」については，高等学校の約82％で指

導している。

到達時点について，小学校では63％が

小学校までに到達すべき，中学校では約

50％が中学校で到達すべきと回答してい

る。また，高等学校では約39％が高等学

校で到達すべきと回答している。

小学校では，到達すべきと回答して

いる割合が高いが，高等学校では，指

導していない割合が約２割と低い。こ

のことから，個人情報の保護に配慮す

るという重要な指導項目であるにもか

かわらず，高等学校段階での指導が不

十分であることが分かる。

「個人情報の保護」については，情報

教育の喫緊の課題であることから，各発

達段階での情報の保護の重要性と個人の

責任を意識させながら，指導する必要が

ある。

３ 今後の研究課題

「情報活用能力に関する実態調査」の分

析と考察について紹介してきた。これらを

踏まえて，発達段階に応じた体系的な情報

教育推進のために次の４点を今後の研究課

題とした。

① 高等学校段階における情報活用能力

到達目標(例)を示す。

② 高等学校段階における指導計画(例)

を示す。

③ 小・中学校における情報活用能力到

達目標(例)一覧の妥当性の検証を行う

④ 小・中・高等学校を通した発達段階

に応じた情報活用能力到達目標(例)一

覧を作成する。

当教育センターでは平成18年度に，小・

中・高等学校における情報活用能力到達目

標(例)一覧とそれに基づく高等学校段階の

具体的な授業の実践事例を示す予定である。

各学校においては，情報活用能力到達目

標(例)一覧の活用により，児童生徒の発達

段階に応じた情報活用能力の育成を図り，

指導計画や指導内容の見直しに役立ててほ

しい。
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図６ 個人情報の保護

個人情報の保護に配慮して，【問】

情報を発信しようとしています

か。

高 等 学 校 で の 実 際 の 指 導

0% 20% 40% 60% 80% 100%

指導している
８１．６％

指導していない
１８．４％

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

小学校

中学校

高等学校

小 学 校　１８．４％

中 学 校　３９．１％ 高 等 学 校　３９．１％

小 学 校　４１．１％ 中 学 校 ４９．８％

高 等 学 校

７．６％ 未 回 答

１．５％

小 学 校　６３．０％ 中 学 校　２５．０％

高 等 学 校

３．７％
未 回 答

８．３％

到　達　時　点

未 回 答
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